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カ
ン
ァ
ウ
ル
ン
ッ
ア
ン
マ
ア
ト
ウ
ハ
イ
ド
ロ
フ
ヰ
イ
ル

香
港
島
の
「
マ
カ
オ
・
フ
ェ
リ
ー
桟
橋
」
（
港
澳
輪
船
砺
頭
）
よ
り
水
中
翼
船
に
乗
り
、
西
へ
行
く
一
」
と
六
十
四
キ
ロ
、
そ
こ
に
ポ
ル

マ
カ
ウ

ア
オ
メ
ン
（
Ｃ
ｌ
）

ト
ガ
ル
の
植
民
地
と
し
て
約
四
百
数
十
年
の
歴
史
を
も
つ
マ
カ
オ
」
一
（
Ｑ
Ｑ
Ｑ
頂
（
中
国
語
で
は
「
澳
門
」
）
が
あ
る
。
高
速
船
を
利
用
す
れ

タ
ム
チ
ヤ
イ
ロ
ウ
ワ
ー
ン

ば
、
香
港
か
ら
マ
カ
オ
ま
で
は
約
一
時
間
の
行
程
で
あ
る
。
マ
カ
オ
は
中
国
領
か
ら
突
出
し
た
半
島
と
付
近
の
一
一
島
（
述
仔
と
路
環
）
か

ら
成
り
、
現
在
の
人
口
は
約
五
十
万
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
マ
カ
オ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
丘
の
上
に
、
今
日
観
光
の
目
玉
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
遺
蹟
（
図
版
Ｉ
）
が
あ
る
。

ダ
ー
イ
サ
ー
ム
パ
Ｉ
パ
ー
イ
フ
ォ
ン
フ
ィ
ー
ナ
ス
。
子
。
サ
ウ
ン
ｏ
パ
ウ
ロ

ー
大
一
二
巴
縢
坊
（
§
『
…
…
薑

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、
「
聖
パ
ウ
ロ
教
会
跡
」
で
あ
る
。
筆
者
は
、
先
年
こ
の
地
に
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
こ
の
植
民

地
に
一
層
親
し
み
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
筆
者
の
興
味
の
中
心
は
、
マ
カ
オ
と
日
本
人
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
マ
カ
オ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
極
東
貿
易
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
導
の
拠
点
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
は
、
年
々
当
地
よ
り

】マ
カ
オ
の
聖
パ
ウ
ロ
教
会
と
日
本
人

「
聖
ミ
カ
ェ
ル
大
天
使
」
を
描
い
た
謎
の
絵
師

宮
永

孝
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精
織
な
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
。

同
論
文
に
よ
る
と
、
マ
カ
オ
士

本
稿
の
意
図
は
、
故
国
を
追
わ
れ
た
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
の
数
を
列
挙
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
歴
史
を
瞥
見
し
、
さ

ら
に
そ
の
建
設
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
日
本
人
、
ま
た
当
地
に
残
留
し
た
日
本
人
絵
師
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
が
描
い
た
「
聖
ミ
カ
エ
ル
大
天

使
」
ご
甸
笙
「
ロ
ミ
弓
而
、
』
」
言
３
局
（
の
油
絵
に
つ
い
て
述
べ
る
に
あ
る
。

サ
ー
ム
シ
ニ

一
九
五
二
（
昭
和
一
一
十
七
）
年
六
月
、
香
港
大
学
の
建
設
学
教
室
の
教
授
陣
と
学
生
た
ち
は
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
（
一
一
一
巴
寺
）
の
遺
跡

フ
ァ
シ
ャ
ー
グ

ー
教
会
の
「
正
面
」
百
・
…
を
調
査
す
る
た
め
に
マ
カ
オ
を
訪
れ
、
同
地
に
篝
間
鑿
し
た
．
か
れ
ら
は
竹
で
足
場
を
掛
け
、
鑓

ア
オ
ノ
ン
シ
ュ
ン
パ
オ
ル
ー
ク
ー
タ
ン
テ
ニ
ン
チ
ニ
テ
ニ
ン
ッ
エ

築
学
上
の
科
学
的
調
査
を
綿
密
に
行
な
い
、
そ
の
成
果
「
澳
門
聖
保
禄
古
堂
建
築
之
研
究
」
（
原
文
は
英
文
で
あ
り
、
そ
の
表
題
を
ニ
ョ

バ
イ
シ
ュ
カ
オ

」
「
・
鳶
§
屋
・
』
ｍ
５
Ｃ
ｓ
ａ
骨
侭
薗
巳
（
砕
冒
（
『
ミ
ミ
（
菅
、
ｓ
＆
ぬ
民
・
毎
巳
》
“
》
害
冒
８
．
と
い
う
。
白
許
高
［
量
・
画
（
品
・
‐
卑
冒
←
］

の
名
で
発
表
）
を
公
に
し
た
。
同
論
文
は
、
教
会
の
正
面
を
各
階
ご
と
に
精
査
し
、
図
版
と
写
真
を
豊
富
に
添
え
た
も
の
で
、
き
わ
め
て

日
本
に
来
航
し
、
ま
た
宣
教
師
ら
も
こ
こ
か
ら
わ
が
国
に
渡
来
し
た
。
日
本
人
の
中
に
も
商
船
等
に
便
乗
し
た
り
、
自
ら
船
を
操
っ
て

や
っ
て
来
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
と
く
に
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
九
月
、
徳
川
幕
府
は
日
本
に
在
留
す
る
各
派
（
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
ア
ゥ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会
）
の
宣
教
師
（
伝
導
士
・
修
道
士
）
や
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
を
海
外
に
放
逐
す
る
暴
挙
に
出
、

か
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
マ
ニ
ラ
や
マ
カ
オ
に
送
致
さ
れ
た
。
と
く
に
マ
カ
オ
に
追
放
に
な
っ
た
日
本
人
の
正
確
な
数
や
そ
の
実
体
に
つ
い
て

は
、
未
だ
不
明
な
点
を
多
く
残
し
て
い
る
。
が
、
慶
長
十
九
年
の
大
追
放
か
ら
寛
永
十
三
（
’
六
三
六
）
年
ま
で
の
二
十
数
年
間
だ
け
で

（
２
）
 

も
、
同
地
に
放
逐
さ
れ
た
日
本
人
の
数
は
優
に
数
百
名
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
六
一
八
（
一
兀
和
四
）
年
六
月
に
は
二
十
一
名
、
翌
一
九

（
元
和
五
）
年
一
月
に
は
四
十
名
の
日
本
人
が
、
マ
カ
オ
に
在
留
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
報
告
が
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
な
さ
れ
て
い
る
と

（
３
）
 

い
や
っ
。

マ
カ
オ
を
初
め
て
訪
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ
レ
ス
、
マ
ヌ
エ
ル
・
テ
ィ
セ
イ
ラ
、
ア
ン
ド
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マカオの聖パウロ教会と日本人

一
六
○
一
（
慶
長
六
）
年
、
教
会
の
諸
施
設
は
ま
た
も
や
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
の
で
、
マ
カ
オ
の
市
民
や
商
人
ら
は
、
き
ょ
う
金
し

て
新
た
に
教
会
堂
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。
一
六
○
三
（
慶
長
八
）
年
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
と
同
付
属
の
学
院
は
、
面
目
を
一
新
し
、
偉
容

を
現
わ
し
た
が
、
「
正
面
」
は
ま
だ
建
設
中
で
あ
り
、
そ
れ
が
完
成
す
る
の
は
一
六
四
○
（
寛
永
十
七
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
同

（
４
）
 

教
会
の
形
状
に
つ
い
て
は
精
密
な
図
面
が
残
さ
れ
て
い
な
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
教
会
の
設
計
と
監
督
を
担
当
し
た
の
は
、
カ
ル
ロ
・
ス

セ
ミ
ナ
ー
リ
オ
タ
イ
パ
オ
ト
イ

ピ
ノ
ラ
師
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
教
会
に
は
付
属
の
学
院
（
「
神
学
校
」
）
が
、
大
炮
ム
ロ
（
「
モ
ン
テ
の
砦
」
）
の
下
に
あ
り
、
そ
の
建
物
は
一
一

（
５
）
 

階
屋
で
、
塔
状
の
建
物
を
持
た
な
か
っ
た
。

聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
建
物
そ
の
も
の
の
様
式
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
に
多
く
見
ら
れ
る
様
式

を
踏
襲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
師
の
考
え
を
反
映
し
た
も
の
で
、
東
洋
に
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
風
の
教
会
を

再
現
し
よ
う
と
い
う
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
建
物
の
正
面
に
至
る
石
段
（
一
三
○
段
）
を
例
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
が
ア
ン
ジ
ェ
ロ
風
で
あ

る
と
い
う
。
今
日
、
唯
一
の
遺
物
と
な
っ
て
い
る
建
物
の
「
正
面
」
は
、
プ
ラ
テ
レ
ス
ク
様
式
（
十
六
世
紀
頃
、
ス
ペ
イ
ン
で
流
行
し
た

（
６
）
 

（
７
）
 

技
巧
的
な
建
築
様
式
）
に
似
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
材
料
は
み
か
げ
石
で
あ
り
、
側
壁
は
レ
ン
ガ
・
石
灰
・
砂
・
粘
土
な
ど
を

年
程
な
く
再
建
さ
れ
た
。

レ
・
ピ
ィ
ン
ト
師
ら
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
一
五
六
二
年
か
ら
翌
六
三
年
（
永
禄
五
～
六
）
に
か
け
て
、
教
会
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
ら

し
い
。
か
れ
ら
こ
そ
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
原
型
を
造
っ
た
人
々
で
あ
る
。
初
期
の
教
会
堂
は
、
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
教
会
の
司
祭
館
が
あ
る
所

に
、
木
と
石
材
を
用
い
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
形
状
は
大
き
な
納
屋
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
が
、
程
な
く
焼
失
し
た
。
’
五
八
○

（
天
正
八
）
年
、
こ
ん
ど
は
現
在
の
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
遺
蹟
が
あ
る
地
点
に
、
中
国
人
改
宗
者
の
た
め
に
小
さ
な
家
屋
が
建
て
ら
れ
、
そ

の
後
さ
ら
に
そ
こ
に
小
さ
な
礼
拝
堂
を
建
て
増
し
し
た
。
’
五
九
四
（
文
禄
三
）
年
、
日
本
か
ら
戻
っ
た
巡
察
師
パ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ

コ
レ
ー
ジ
オ

て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
諸
施
設
は
二
分
さ
れ
、
新
た
に
学
院
も
造
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
翌
九
五
年
の
火
事
に
よ
り
失
な
わ
れ
た
。
け
れ
ど
同
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用
い
、
「
正
面
」
の
建
設
に
要
し
た
費
用
は
三
万
タ
ー
レ
ス
（
銀
貨
）
で
あ
っ
た
。
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
正
面
の
後
背
部
、
す
な
わ
ち

聖
堂
の
部
分
で
あ
る
。
そ
の
外
形
や
内
部
に
つ
い
て
記
述
し
た
資
料
は
少
な
い
が
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
完
成
間
ぎ
わ
に
マ
カ
オ
に
滞
在
し

（
８
）
 

（
９
）
 

た
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
者
ピ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
ン
デ
ィ
、
§
、
量
§
ｓ
の
旅
行
記
に
そ
れ
に
言
及
し
た
も
の
が
あ
る
。
マ
ン
デ
ィ
は
一
六
一
一
一

六
年
四
月
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
デ
ル
船
長
が
指
揮
す
る
船
団
に
加
わ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
出
帆
し
、
途
中
イ
ン
ド
の
ゴ
ァ
に
寄
っ
た
の
ち
、
一

六
三
七
（
寛
永
十
四
）
年
六
月
ご
ろ
、
マ
カ
オ
沖
に
到
着
し
た
。
船
団
は
マ
カ
オ
近
く
に
半
年
間
滞
泊
し
た
が
、
マ
ン
デ
ィ
は
仲
買
人

（
委
託
販
売
人
）
と
し
て
マ
カ
オ
で
数
週
間
す
ご
し
た
。
か
れ
は
ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
で
き
た
の
で
地
元
の
住
民
や
名
士
ら

と
自
由
に
会
話
を
た
の
し
み
、
か
た
わ
ら
住
民
の
日
常
生
活
、
風
俗
習
慣
な
ど
に
も
目
を
と
め
、
そ
の
観
察
を
時
に
は
挿
絵
を
添
え
て
記

録
し
た
。
そ
の
記
述
は
、
人
間
味
と
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
て
お
り
、
な
か
な
か
面
白
い
。

ピ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
ン
デ
ィ
が
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ウ
ン
ト
ー
ー
ー
（
不
詳
）
・
ト
マ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
不
詳
）
ら
と
、
国
王
陛
下
の
書
簡
と

マ
カ
オ
総
督
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ダ
・
カ
ー
マ
ラ
宛
の
そ
れ
を
携
え
て
、
は
し
け
で
マ
カ
オ
に
上
陸
し
た
の
は
一
六
三
七
年
六
月
二
十
八
日

（
寛
永
十
四
・
五
・
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
一
行
は
総
督
官
邸
に
寄
っ
た
の
ち
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
学
院
へ
行
き
、
そ
こ
で
茶
菓
子
や
果

リ
ー
十

物
（
蕩
枝
）
な
ど
の
接
待
を
う
け
る
。
そ
の
折
、
マ
ン
デ
ィ
は
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
屋
根
に
目
を
留
め
る
の
だ
が
、
「
コ
レ
ジ
ォ
（
聖
ポ
ー

ル
ズ
と
呼
ば
れ
る
）
に
隣
接
す
る
教
会
の
屋
根
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
も
の
の
中
で
最
も
美
し
い
ア
ー
チ
形
の
も
の
で
、
す
ば
ら
し
い
で

き
ば
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
人
が
造
っ
た
も
の
で
、
木
を
刻
み
、
不
思
議
に
も
金
を
か
ぶ
せ
、
空
色
や
朱
色
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
塗
料

（
町
）

け
じ
ん

が
塗
っ
て
あ
る
」
と
、
記
し
て
い
る
。
教
会
の
内
部
は
パ
シ
リ
カ
風
に
造
ら
れ
、
床
に
は
石
を
敷
き
、
身
廊
外
陣
・
後
陣
・
側
廊
・
祭

埴
・
合
唱
隊
席
・
小
聖
堂
・
聖
具
室
な
ど
を
備
え
、
ま
た
日
本
か
ら
運
ば
れ
て
来
た
木
材
を
用
い
て
浮
彫
り
細
工
を
し
、
渦
巻
模
様
・
唐

（
川
）

草
風
の
装
飾
曲
線
・
円
花
飾
り
な
ど
を
、
金
色
や
青
色
の
塗
料
で
塗
っ
た
。

マ
ン
デ
ィ
は
聖
パ
ウ
ロ
教
会
と
付
属
の
建
物
を
見
た
ば
か
り
か
、
教
会
内
で
演
じ
ら
れ
る
芝
居
な
ど
も
観
て
い
る
。
一
六
三
七
年
十
一
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マカオの聖パウロ教会と日本人

コ
タ
ン

マ
ン
デ
ィ
に
よ
る
と
、
サ
ム
ラ
ィ
は
サ
ン
ダ
ル
を
は
き
、
そ
で
な
し
の
外
套
（
羽
織
か
？
）
を
着
、
腰
に
刀
を
差
し
て
い
た
と
い
う
。

か
れ
は
耳
に
は
さ
ん
だ
日
本
語
を
い
く
つ
か
書
き
留
め
て
い
る
．
た
と
え
ば
１
，

ｍ
（
偏
。
＆
○
・
ｍ
ｇ
の
馬
ざ
Ⅱ
弓
・
臣
〉
□
。
⑯
堂
・
鳥
（
〃
い
か
が
で
ご
ざ
る
”
の
意
か
）

】
（
ご
閃
。
②
⑩
「
⑯
Ⅱ
Ｅ
⑩
』
』
・
「
函
。
。
＆
（
よ
う
ご
ざ
る
）

パ
ー
鷺
し

月
一
一
十
五
日
（
寛
永
十
四
・
十
・
九
）
、
船
団
の
幹
部
．
と
マ
ン
デ
ィ
ら
は
、
司
祭
の
招
待
に
よ
り
教
会
に
赴
く
と
、
中
国
服
を
着
た
町
の

子
供
た
ち
が
演
じ
る
芝
居
（
サ
ビ
ェ
ル
の
生
涯
を
劇
に
し
た
も
の
）
を
観
た
と
い
う
。
子
供
た
ち
は
立
派
な
衣
装
と
宝
石
な
ど
を
身
に
っ

（
旧
）

け
演
じ
る
の
だ
が
、
親
も
出
席
し
、
時
間
通
り
、
教
会
内
で
上
演
さ
れ
た
、
．
と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
マ
カ
オ
に
放
逐
さ
れ
た
日
本
人
は
、
当
地
到
着
後
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
マ
カ
オ
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
（
図
版
Ⅱ
）
は
、
日
本
人
が
勇
敢
無
比
な
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
て
い
た
よ
う
で
、
あ
る
者
は
貿
易
船
に
乗
り
海
賊
の
防
禦
に

（
皿
）

当
っ
た
．
り
、
教
会
や
私
邸
の
番
人
と
な
り
、
ま
た
教
会
・
砲
台
・
城
壁
な
ど
の
建
設
に
従
事
し
た
ら
し
い
。
ピ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
ン
デ
ィ

ジ
ヤ
ポ
ニ
ア
ン

は
、
マ
カ
オ
滞
在
中
に
日
本
人
（
サ
ム
ラ
イ
）
を
見
て
お
り
、
そ
の
容
姿
を
ス
ケ
ッ
チ
（
図
版
Ⅲ
）
‐
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
日
本
人
の
特

徴
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
か
れ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

こ
の
町
（
マ
ヵ
ォ
ー
引
用
誉
）
で
何
人
か
の
日
本
人
を
見
か
け
だ
。
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
．
そ
う
で
ぽ
い
者
は
、
脳

天
か
ら
前
部
に
か
け
て
の
頭
半
分
を
剃
っ
て
い
る
。
髪
の
残
り
の
部
分
は
、
小
さ
な
ひ
も
で
結
ば
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
日
本
人
は
や
わ
ら
か
い
、

あ
る
い
は
か
た
い
紙
で
鼻
を
か
む
。
か
れ
ら
は
小
さ
く
し
た
紙
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
鼻
を
か
ん
だ
紙
は
、
き
た
な
い
も
の
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
。

（
Ⅱ
）
 

ま
た
亜
麻
布
の
ハ
ン
カ
チ
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
顔
や
手
を
ふ
く
。
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ま
ず
建
物
の
「
正
面
」
に
あ
る
踊
り
場
の
付
い
た
花
崗
岩
の
石
段
で
あ
る
が
、
そ
の
工
事
の
監
督
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
員
が
や
っ
た
と
し

て
も
、
全
体
の
設
計
は
日
本
人
技
術
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
教
会
人
口
の
踊
り
場
の
敷
石
の
大
き
さ
は
、
少
し
不
揃

い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
監
督
の
目
が
十
分
に
行
き
渡
ら
ず
、
石
の
大
き
さ
や
様
式
に
し
て
も
東
洋
風
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
白
許
高
氏
は
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
石
段
の
工
事
の
監
督
・
施
行
は
日
本
人
が
や
っ
た
も
の
か
。
次
に
建
物
の
「
正
面
」
に
話

を
移
す
と
、
そ
れ
は
五
層
（
階
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
日
本
風
な
る
も
の
を
想
い
出
さ
せ
る
の
は
、
第
二
層
（
階
）
と
第
三
層
（
階
）
に

見
ら
れ
る
装
飾
と
文
字
の
彫
刻
で
あ
る
。
第
二
層
の
正
面
に
向
い
て
左
側
の
切
妻
の
下
の
壁
が
ん
に
、
キ
リ
ス
ト
の
彫
像
が
あ
り
、
こ
の

彫
像
の
頭
部
の
う
し
ろ
の
あ
た
り
に
ア
ヤ
メ
の
花
と
菊
の
帯
状
装
飾
が
付
い
て
い
る
（
図
版
Ⅳ
）
。
ア
ヤ
メ
や
菊
に
し
て
も
、
そ
れ
は
純

傾
け
て
み
よ
う
。

マ
カ
オ
に
放
逐
さ
れ
た
者
、
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
逃
れ
て
当
地
に
来
た
日
本
人
の
中
に
は
絵
師
・
彫
刻
家
・
職
人
ら
も
含
ま
れ
て

い
た
よ
う
で
、
中
に
は
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
建
設
に
従
っ
た
者
も
い
た
と
い
う
。
だ
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
日
本
人
が
同
教
会
の
建
設
に
従

（
肪
）

事
し
た
と
い
う
依
拠
す
べ
き
史
料
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
日
本
人
が
じ
っ
さ
い
建
設
に
関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

仮
説
を
設
け
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
白
許
高
氏
の
論
文
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
同
氏
が
い
く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
説
に
耳
を

め
し

●
ご
応
の
琴
Ⅱ
囚
句
⑯
（
飯
）

（
旧
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
「
号
○
○
ｍ
。
○
閑
「
①
Ⅱ
ミ
ミ
守
且
（
わ
る
う
ご
ざ
る
）

Ｑ
○
○
ｓ
「
円
Ⅱ
Ｑ
〕
ョ
［
⑩
］
（
ご
ざ
れ
）

量
目
目
（
馬
Ⅱ
ｍ
・
の
（
〃
行
く
〃
の
意
か
）

さ
け

吊
旨
詩
句
Ⅱ
眞
冒
⑮
（
酒
）
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イ
エ
ズ
ス
会
に
属
す
る
日
本
人
が
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
教
会
の
工
事
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
じ
っ
は
聖
パ
ウ
ロ
教

会
内
部
（
聖
堂
）
の
装
飾
の
仕
事
に
も
従
事
し
た
よ
う
で
、
か
れ
ら
は
と
く
に
聖
画
の
制
作
に
加
わ
っ
た
。
》
」
の
｝
」
と
を
筆
者
に
教
え
た

の
は
、
マ
カ
オ
滞
在
中
に
面
識
を
得
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
マ
ヌ
ェ
ゥ
・
テ
ィ
シ
ェ
イ
ラ
ミ
目
巨
の
』
罵
薗
§
師
（
中
国
名
・
文
徳
泉
、
一
九

（
旧
）

セ
ミ
ナ
ー
リ
オ
・

一
二
～
）
で
あ
る
（
図
版
Ⅵ
）
。
こ
の
司
祭
は
著
名
な
東
洋
学
者
で
あ
り
、
著
作
も
多
い
が
、
一
日
「
聖
ヨ
ゼ
フ
神
学
校
」
（
砕
己
急
「
（
・

サ
ウ
ン
・
ソ
■
ゼ
レ
シ
ュ
ン
ゾ
ー
ス
シ
■
ウ
ュ
エ
ン

、
．
§
の
か
Ⅱ
中
国
名
・
聖
若
譲
修
院
）
に
同
師
を
訪
ね
た
と
き
、
宝
物
室
と
い
お
う
か
絵
画
室
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
で
す
ば
ら
し
い
聖

画
の
数
々
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
筆
者
の
眼
を
引
い
た
の
は
、
長
崎
で
は
り
つ
け
に
な
っ
た
「
日
本
の
殉
教
者
た
ち
」
（
’
六
四
○

年
に
マ
テ
ゥ
ス
・
フ
ァ
ン
が
製
作
）
を
描
い
た
油
絵
と
「
聖
ミ
カ
エ
ル
大
天
使
」
の
絵
で
あ
る
。
も
っ
と
も
後
者
は
、
説
明
を
受
け
る
ま

で
は
、
い
っ
た
い
誰
が
、
い
つ
頃
、
何
の
た
め
に
描
い
た
も
の
な
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。
「
聖
ミ
カ
エ
ル
大
天
使
」
は
、

（
ね
）

聖
パ
ウ
ロ
教
〈
琴
の
天
井
画
の
部
分
を
な
し
、
板
の
上
に
描
い
た
油
彩
画
で
あ
る
。
大
き
さ
は
班
皿
×
“
、
。
製
作
年
代
は
十
七
世
紀
前
半

と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
版
Ⅶ
）
。
筆
者
は
、
平
成
五
（
’
九
九
三
）
年
四
月
八
日
か
ら
五
月
一
一
十
三
日
の
間
、
池
袋
の
「
セ
ゾ
ン
美
術

館
」
で
開
催
さ
れ
た
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
南
蛮
美
術
展
」
の
会
場
で
、
こ
の
油
絵
と
図
ら
ず
も
再
会
し
、
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の

潔
を
象
徴
す
る
も
の
だ
が
、
両
方
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
。
第
三
層
（
階
）
の
正
面
に
向
い
て
左
側
の
コ
リ
ン
ト

式
の
支
柱
の
間
に
、
七
つ
の
頭
と
羽
根
を
も
つ
怪
物
の
壁
板
が
あ
る
。
お
祈
り
を
し
て
い
る
聖
母
マ
リ
ア
が
そ
の
怪
物
の
頭
を
踏
み
つ
け

シ
ュ
ン
モ
ウ
タ
ロ
ン
ト

に
し
て
お
る
の
だ
が
、
そ
の
マ
リ
ア
の
体
の
そ
ば
に
中
国
語
で
「
聖
母
踏
龍
頭
」
と
い
っ
た
刻
字
が
み
ら
れ
る
（
図
版
Ｖ
）
。
》
」
の
銘
刻

の
字
体
の
ま
ず
さ
に
注
目
し
た
白
許
高
氏
は
、
い
ろ
い
ろ
人
に
意
見
を
徴
し
た
結
果
、
中
国
人
に
よ
る
仕
事
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
結
論

に
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。
図
版
（
写
真
）
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
字
体
は
や
や
不
揃
い
な
上
、
力
強
さ
に
欠
い
て
い
る
。
中
国

人
な
ら
決
し
て
墓
石
や
記
念
碑
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
ま
ず
い
仕
事
は
し
な
い
。
こ
れ
は
き
っ
と
日
本
人
の
仕
事
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
た

（
、
）

よ
う
だ
。
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折
、
間
近
で
こ
の
聖
画
を
改
め
て
じ
っ
く
り
眺
め
た
。

画
像
全
体
は
、
人
物
の
顔
や
手
の
部
分
を
除
く
と
、
黒
ま
た
は
茶
褐
色
が
基
本
色
で
あ
る
。
大
天
使
の
人
物
像
は
兵
士
の
装
い
を
し
、

こ
う
は
い

聖
域
の
番
人
の
役
を
演
じ
て
い
る
。
大
天
使
の
頭
の
う
し
ろ
に
は
、
光
背
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
、
体
の
背
に
は
大
き
な
羽
根
と
、
左

手
に
は
鎖
で
つ
な
が
れ
た
聖
体
顕
示
台
（
色
は
金
色
）
を
も
ち
、
右
手
に
は
炎
の
よ
う
に
見
え
る
剣
を
握
っ
て
い
る
。
人
物
全
体
の
装
い

（
卯
）

は
幻
想
的
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
Ⅱ
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
絵
の
す
み
ず
み
ま
で
目
を
通
す
と
、
正
面
か
雪
ｂ
眺
め
て
右

く
ぎ

手
の
画
板
の
す
み
に
縦
に
間
隔
を
お
い
て
五
カ
所
、
左
手
に
縦
に
一
カ
所
、
人
物
の
足
も
と
あ
た
り
に
二
一
カ
所
、
釘
の
穴
が
残
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
穴
は
、
絵
を
聖
堂
の
天
井
に
く
ぎ
付
け
に
し
た
と
き
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
聖
画
を
描
い
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
テ
ィ
シ
ェ
イ
ラ
師
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
製
作
者
は
日
本
を
追
い
払
わ
れ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

来
た
次
の
四
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
内
一
名
で
あ
る
と
い
う
。

イ
ル
マ
ウ
ン

Ⅲ
教
弟
マ
ン
シ
オ
・
タ
イ
チ
コ
（
ミ
ロ
ミ
・
尽
計
蔦
・
）
は
、
一
六
一
五
年
一
月
一
一
十
日
（
慶
長
十
九
・
十
二
・
一
一
一
）
マ
カ
オ
で
死

亡
し
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
内
の
「
聖
ミ
カ
ェ
ル
の
祭
壇
」
近
く
に
埋
葬
さ
れ
た
。
な
お
同
人
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
「
流
人
の
中
、
数
名
は

う
レ
ー
ル
０
コ
ア
ジ
ニ
ト
ー
ル

間
も
な
く
死
ん
だ
。
｜
月
一
一
十
日
（
洋
暦
）
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
士
で
、
日
本
人
の
マ
ン
シ
ォ
・
タ
イ
チ
コ
が
息
を
引
き
取
っ

パ
ト
リ

た
。
彼
は
秀
れ
た
画
家
で
あ
り
、
祖
国
の
天
主
堂
を
大
方
装
飾
し
た
」
（
計
岻
小
琿
岼
ス
籍
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
（
上
）
』
岩
波
書
店
）

と
い
う
の
が
あ
る
。
タ
イ
チ
コ
は
肥
後
の
宇
土
に
生
ま
れ
、
享
年
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

・
ペ
ー
ヅ
ロ
・
ソ
向
ア
ウ
ン

②
ペ
テ
ル
・
チ
ク
ァ
ン
（
Ⅳ
５
ｓ
蕾
§
》
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
は
鱒
号
・
§
創
冨
）
。
同
人
は
一
六
一
一
二
年
十
一
月
一
一
十
八
日
（
元
和

と
い
う
の
が
あ
る
。
タ
イ
チ
コ
は
師

②
ペ
テ
ル
・
チ
ク
ア
ン
（
恵
冨
『

八
・
十
・
二
六
）
マ
カ
オ
で
死
亡
。

③
ト
デ
ウ
（
曰
ざ
（
詩
巨
）
。
’
六
二

ル
の
祭
壇
」
の
近
く
に
埋
葬
さ
れ
」

（
§
鳥
屋
）
。
’
六
二
七
年
十
一
月
十
六
日
（
寛
永
四
・
十
・
九
）
マ
カ
オ
で
死
亡
し
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
内
の
「
聖
ミ
カ
ェ

の
近
く
に
埋
葬
さ
れ
た
。
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ヤ
コ
ボ
・
叉
イ
ア

山
ヤ
コ
プ
。
ニ
ヴ
ァ
（
ｃ
『
○
８
》
三
（
Ｃ
Ｑ
〔
丹
羽
？
〕
、
又
は
③
「
へ
］
８
》
・
ヨ
ミ
ｐ
》
中
国
名
・
言
】
、
『
（
】
訂
》
四
尼
伊
陳
？
）
は
、
’
五
七
九

（
天
正
七
）
年
中
国
人
の
父
と
日
本
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
、
マ
カ
オ
に
来
た
の
は
一
六
○
一
（
慶
長
六
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
六
三

八
年
十
月
二
十
八
日
（
寛
永
十
五
・
九
・
二
一
）
当
地
で
死
亡
。
享
年
五
十
九
歳
。

こ
れ
ら
四
名
の
日
本
人
は
、
皆
イ
エ
ズ
ス
会
の
司
祭
兼
画
家
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
二
・
一
一
コ
ロ
（
の
（
。
ご
§
ミ
ヨ
８
』
Ｐ
又
は

ｇ
ｏ
ご
§
ミ
ロ
）
旨
と
も
い
う
）
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
ニ
コ
ロ
は
、
’
五
六
○
（
永
禄
一
一
一
）
年
ナ
ポ
リ
の
ノ
ラ
で
生
ま
れ
、
の
ち
イ
エ
ズ

ス
会
員
と
な
り
、
’
五
八
一
（
天
正
九
）
年
イ
ン
ド
へ
出
発
、
翌
一
五
八
二
年
八
月
七
日
（
天
正
十
・
七
・
九
）
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
も

（
幻
）

し
。
ｂ

に
マ
カ
オ
に
着
き
、
一
五
八
一
一
一
年
七
月
一
一
十
五
日
（
天
正
十
一
・
六
・
七
）
日
本
に
到
着
し
、
直
ち
に
下
（
近
畿
地
方
に
対
し
、
中
国
・

（
理
）

四
国
・
九
州
の
西
方
の
意
）
お
よ
び
五
畿
内
（
山
城
・
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
な
ど
幾
内
の
五
ヵ
国
）
で
絵
画
の
技
術
を
修
行
Ｉ
）
、

（
刑
）

の
ち
神
学
を
修
め
た
と
さ
れ
る
。
一
六
○
八
（
慶
長
十
一
一
一
）
年
．
と
一
六
一
四
（
慶
長
十
九
）
年
に
マ
カ
オ
と
長
崎
に
画
派
を
興
し
た
。
一

六
一
四
（
慶
長
十
九
）
年
十
一
月
に
同
僚
ら
と
と
も
に
マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
、
一
六
二
六
年
三
月
十
六
日
（
寛
永
三
・
一
一
・
十
八
）
当
地

（
別
）

う
す
さ

に
お
い
て
死
亡
し
た
。
日
本
滞
在
中
の
一
五
八
六
年
十
一
一
月
（
天
正
十
四
年
十
一
月
）
、
臼
杵
（
大
分
県
東
部
）
の
城
に
近
い
と
｝
」
ろ
に

（
班
）

←
の
っ
た
修
練
院
（
教
会
）
の
た
め
に
、
聖
画
「
被
昇
天
の
聖
母
」
な
ど
を
板
の
上
に
油
絵
具
で
描
い
た
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
四
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
で
絵
師
ら
は
、
一
六
一
四
年
画
僧
一
一
コ
ロ
と
と
も
に
マ
カ
オ
に
放
逐
さ
れ
た
後
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
宗
教
画
の
模
写
や
製
作
に
従
事
す
る
一
方
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
内
の
装
飾
の
仕
事
に
も
携
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

十
八
世
紀
に
な
る
と
、
同
教
会
を
待
ち
う
け
て
い
た
も
の
は
、
極
東
全
域
の
た
め
の
宣
教
師
養
成
機
関
と
し
て
の
機
能
の
停
止
と
閉
鎖

セ
ミ
ナ
ー
リ
オ

（
班
）

．
と
建
物
の
焼
失
で
あ
る
。
何
よ
り
も
借
し
み
て
あ
ま
り
あ
る
の
は
、
教
会
に
隣
接
す
る
学
院
が
、
「
一
工
気
盛
ん
な
ネ
ズ
ミ
の
巣
」
と
化
し
、

数
百
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
た
文
書
類
が
、
か
れ
ら
に
食
い
荒
さ
れ
、
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
一
八
三
五
年
一
月
二
十
六
日

（
天
保
五
・
十
二
・
二
八
）
の
夕
方
六
時
二
麺
、
学
院
と
教
会
が
と
も
に
火
災
に
よ
っ
て
失
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
十
八
世
紀
末
に
な
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「
火
炎
が
起
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
夕
方
六
時
を
打
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
が
、
火
の
手
は
早
く
、
八
時
十
五
分
に
は
、
ル
イ
十
四
世
の

寛
大
さ
に
多
く
を
負
う
て
い
る
荘
厳
な
学
院
は
、
灰
じ
ん
に
帰
し
た
」

こ
の
と
き
の
火
炎
は
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
を
も
呑
み
込
み
、
同
教
会
は
、
厚
い
側
壁
と
「
前
面
」
と
花
崗
岩
の
石
段
だ
け
を
残
す
無
残
な

（
羽
）

姿
と
な
っ
た
こ
と
は
一
一
弓
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
の
火
事
に
よ
り
、
聖
人
や
殉
教
者
の
遺
物
を
除
く
と
、
極
東
に
お
け
る
宣
教
師
ら
の

貴
重
な
報
告
書
な
ど
は
、
す
べ
て
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
火
災
か
ら
約
二
年
後
の
一
八
三
七
年
五
月
（
天
保
八
・
四
）
、

聖
パ
ウ
ロ
教
会
は
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
焼
け
た
教
会
の
身
廊
に
小
さ
な
礼
拝
堂
が
造
ら
れ
、
死
者
が
埋
葬
さ
れ
る
前

に
一
時
そ
こ
に
安
置
さ
れ
た
。
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
な
ど
も
植
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
墓
地
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
八
五
四
年
十
一

（
抑
）

月
上
旬
（
嘉
永
七
・
九
中
旬
）
ま
で
の
約
二
十
年
間
で
あ
る
。
や
が
て
遮
骨
は
堀
り
起
さ
れ
、
新
し
い
墓
地
に
改
葬
さ
れ
た
。
墓
石
は
マ

バ
ラ
ス
ト

（
別
）

ニ
ラ
に
運
ば
れ
、
小
さ
く
砕
い
て
舗
石
や
船
の
底
荷
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
「
聖
ミ
カ
ェ
ル
大
天
使
」
の
聖
画
を
描
い
た
の
は
、
画
僧
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
一
一
・
一
一
コ
ロ
の
弟
子
四
名
の
う
ち
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、

先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
史
料
不
足
か
ら
容
易
で
は
な
い
し
、
じ
っ
さ
い
不
可
能
で
あ
る
。
四
人
と

に
か
わ

も
日
本
に
い
た
時
分
、
イ
エ
ズ
ス
会
関
係
の
学
院
で
油
絵
・
膠
画
、
銅
版
画
の
技
法
を
ひ
と
と
お
り
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
中
で
も
ヤ
コ

ブ
・
ニ
ヴ
ァ
（
丹
羽
？
）
は
最
も
絵
画
を
よ
く
す
る
優
れ
た
絵
か
き
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
慶
長
六
（
一
六
○
一
）
年
の
終
り
ご
ろ
か
、

る
と
学
院
は
兵
営
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
火
事
が
起
っ
た
当
日
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
兵
士
ら
は
大
量
の
薪
を
学
院
の
台
所

の
近
く
に
積
み
上
げ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
火
が
出
た
。
一
体
な
ぜ
そ
ん
な
所
か
ら
火
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
火
元
と
な
っ
て
、
学
院
の
建
物
全
体
を
火
炎
に
包
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
ベ
ン
ト
・
ダ
・
フ
ラ
ン
カ
の
『
マ

（
班
）

ア
ナ
エ
ス
・
マ
リ
プ
チ
ニ
』
ス
・
エ
・
コ
ロ
ー
一
一
ア
エ
ス

カ
オ
史
資
料
』
（
一
八
八
八
年
）
や
白
許
高
氏
と
テ
ィ
シ
ェ
イ
ラ
師
の
論
文
に
出
火
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
「
海
事
・
植
民
局
」

カ
ォ
史
資
料
』
二
八
八
八
年

の
記
録
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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ヤ
コ
ブ
。
ニ
ヴ
ァ
は
こ
れ
ら
の
製
作
の
仕
事
を
お
え
た
後
、
慶
長
七
（
’
六
○
二
）
年
宣
教
師
マ
ノ
エ
ル
・
デ
ア
ズ
に
伴
わ
れ
北
京
に

赴
き
、
そ
こ
で
伝
導
用
の
聖
画
・
祭
蝋
画
な
ど
を
描
き
、
再
び
マ
カ
オ
に
戻
り
製
作
に
従
っ
た
。

ワ
ン
リ
ー

ク
ア
ン
チ
ャ
ー

チ
ュ
ン
チ
ロ
イ
ー
リ
ヤ
・
ゲ
ュ
ー
ル
ヂ

一
六
○
一
一
一
（
慶
長
八
、
萬
暦
三
十
一
、
一
一
）
年
ご
ろ
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
は
関
聞
に
近
い
小
島
青
洲
（
』
冒
罵
、
鳥
”
緑
の
島
”
の

意
、
現
在
は
陸
地
と
つ
な
が
っ
て
い
る
）
に
、
そ
ま
つ
な
小
屋
数
軒
と
礼
拝
堂
を
建
て
た
が
、
中
国
人
は
こ
れ
を
城
郭
と
み
な
し
た
。
こ

の
と
き
マ
カ
オ
に
滞
在
し
て
い
た
サ
ラ
セ
ン
人
の
官
吏
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
暴
徒
ら
は
、
こ
の
礼
拝
堂
を
襲
い
、
そ
こ
か
ら
出
て
来
た
日

（
鈍
）

本
人
の
下
僕
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
戦
闘
に
な
り
、
聖
堂
は
焼
失
し
た
。
が
、
の
ち
再
建
さ
れ
、
つ
い
で
破
却
さ
れ
た
。
こ
の
天
主
堂
内
を

飾
っ
た
聖
画
の
製
作
も
一
一
コ
ロ
の
弟
子
た
ち
（
日
本
人
）
の
仕
事
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
聖
ミ
ヵ
ェ
ル
大
天
使
」
の
油
絵
と
類
似
し
た
絵
（
膠
画
）
が
、
終
戦
ま
で
長
崎
浦
上
天
主
堂
に
在
っ
た
が
、
お
そ
ら
く

（
躯
）

翌
年
の
初
頭
に
バ
リ
ニ
ャ
ー
ニ
の
命
に
よ
り
マ
カ
オ
に
渡
っ
た
が
、
そ
れ
は
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
装
飾
を
助
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
『
澳
門

記
略
」
（
下
巻
、
一
二
六
頁
）
に
「
凡
廟
所
奉
天
主
有
誕
生
図
被
難
図
飛
昇
図
」
と
い
う
条
り
が
あ
り
、
マ
カ
オ
の
教
会
に
キ
リ
ス
ト
生

誕
の
絵
、
受
難
の
絵
、
飛
昇
天
の
絵
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
マ
カ
オ
の
教
会
は
、
い
ず
れ
も
火
災
に
よ
り
焼
失
と
再
建

を
く
り
返
し
て
い
る
が
、
ヤ
コ
ブ
・
ニ
ヴ
ァ
が
マ
カ
オ
に
お
い
て
描
い
た
聖
画
に
つ
い
て
、
『
一
六
○
一
年
度
支
那
年
報
』
（
原
本
は
パ
リ

の
国
立
図
書
館
に
あ
る
）
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
焼
失
せ
し
二
枚
の
絵
の
代
り
に
、
新
規
に
別
の
二
枚
を
作
れ
り
、
一
枚
は
聖
母
被
昇
天
の
図
に
し
て
教
会
の
奉
献
せ
し
も
の
に
係

る
．
他
の
一
枚
は
一
万
一
千
の
処
女
の
殉
教
図
な
り
・
こ
れ
ら
は
日
本
人
の
画
家
（
ヤ
コ
ブ
・
ニ
ヴ
ァ
の
こ
と
ｌ
引
用
琶
の
筆
に
し

ら
と

て
、
吾
々
が
同
宿
（
Ｃ
Ｏ
、
］
８
）
と
呼
べ
る
者
に
て
、
徴
て
ワ
リ
ー
ー
ャ
１
ノ
師
が
支
那
に
滞
留
せ
る
吾
々
の
許
に
送
り
越
せ
し
人
に
て
あ

り
き
・
同
師
は
彼
に
数
種
の
作
画
を
依
嘱
し
、
且
つ
そ
れ
ら
の
絵
画
が
新
し
く
改
宗
せ
る
支
那
人
に
対
し
、
従
来
存
在
せ
る
種
々
の
偶
像

（
羽
）

に
代
ら
ん
こ
と
を
所
期
し
給
へ
り
」
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原
爆
で
焼
失
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
図
版
Ⅷ
）
。
そ
れ
は
「
聖
ミ
ヵ
ェ
ル
画
像
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
が
右
手
に

長
槍
を
、
左
手
に
は
善
悪
の
秤
を
も
ち
、
悪
鬼
を
踏
み
つ
け
て
い
る
絵
で
あ
る
。
こ
の
日
本
画
は
、
厳
し
い
迫
害
の
中
で
キ
リ
シ
タ
ン
が

（
調
）

て
い

と
り
が
ん
ぴ
こ
う
ぞ

隠
し
通
し
秘
蔵
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
西
村
貞
の
『
日
本
初
期
洋
画
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
「
鳥
の
子
（
雁
皮
と
楮
を
ま
ぜ
て
す
い
た

和
旅
椛
１
１
引
用
者
）
に
、
地
塗
り
を
施
し
、
具
入
り
絵
具
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
細
部
は
面
相
筆
を
使
用
し
て
極
め
て
織
密
な
る
仕

い
わ
え
の
ぐ

上
げ
を
為
し
、
顔
料
の
一
部
分
に
は
岩
絵
具
（
天
然
の
鉱
物
を
細
扮
し
、
絵
の
具
と
し
た
も
の
ｌ
引
用
者
）
を
用
」
い
た
も
の
と
の
こ

と
で
あ
る
。
「
聖
ヨ
ゼ
フ
神
学
校
」
に
残
る
「
聖
ミ
カ
ェ
ル
大
天
使
」
の
油
彩
画
は
、
い
っ
た
い
誰
が
描
い
た
も
の
な
の
か
。
筆
者
は
残

念
な
が
ら
そ
の
謎
の
製
作
者
の
氏
名
を
明
ら
か
に
で
き
ず
、
マ
カ
オ
に
キ
リ
シ
タ
ン
絵
師
が
描
い
た
聖
画
が
存
在
す
る
こ
と
だ
け
に
意
見

を
留
め
た
。
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。

注
マ
力
ウ

ハ
オ
チ
ン
ア
オ

（
１
）
マ
カ
オ
（
ミ
ロ
ロ
ロ
屋
）
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
轡
（
『
澳
門
紀
略
』
「
明
史
』
）
で
は
「
澳
門
」
又
は
「
濠
鏡
澳
」
と
称
し
、
わ
が
江
戸
時

代
に
お
い
て
は
、
マ
カ
オ
の
こ
と
を
「
阿
蝿
港
国
」
と
か
「
天
川
」
と
呼
ん
で
い
た
（
「
通
航
一
覧
」
）
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
カ
オ
植
民
地
の
由
来
に
つ
い

チ
ャ
ー
テ
ン

て
若
干
ふ
れ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
マ
カ
オ
に
居
留
地
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
五
五
七
年
（
嘉
靖
三
十
六
年
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
ら

し
い
。
当
時
、
広
東
・
斯
江
沿
岸
に
海
賊
が
跳
梁
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
中
国
官
趨
に
協
力
し
、
そ
の
討
伐
に
功
が
あ
っ
た
の
で
、
マ
カ
オ
に
居
住
を

ワ
ン
リ
ー

シ
ャ
ン
サ
ン
シ
ュ
ン

許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
貿
易
に
対
す
る
一
種
の
課
税
を
支
払
う
よ
う
に
な
り
、
一
五
七
三
年
（
萬
暦
元
年
）
に
マ
カ
オ
と
香
山
縣
と
を
つ

り
エ
ン
ホ
ア
チ
ン
ク
ア
ン
チ
ヤ
ー

な
ぐ
境
（
「
蓮
花
璽
」
）
に
「
関
閲
」
（
関
所
）
が
設
け
ら
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
自
治
を
黙
認
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
マ
カ
オ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
租
借

ク
ア
ン
シ

と
Ｌ
曲

地
（
領
土
）
と
な
っ
た
の
は
、
’
八
八
七
年
（
光
緒
十
三
年
）
の
葡
清
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
植
田
捷
雄
『
支
那
に
於
け
る
租
界
の
研
究
」

厳
松
堂
瞥
店
、
昭
和
十
六
年
九
月
）
。
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
も
、
一
九
九
九
年
十
二
月
中
国
政
府
に
返
還
さ
れ
る
。

（
２
）
た
と
え
ば
、
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
南
蛮
人
の
出
家
を
こ
と
ご
と
く
追
放
に
決
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
た
こ
と
（
「
通
航
一

覧
巻
之
百
九
十
二
）
、
さ
ら
に
寛
永
十
三
（
一
六
三
六
）
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
系
男
女
子
供
ら
約
三
百
名
（
『
蘭
館
日
誌
』
』
：
：
□
四
ｍ
胃
の
、
厨
一
目
一
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（
６
）
注
（
５
）
の
論
文
、
三
三
六
頁
を
参
照
。

（
７
）
焼
け
残
っ
た
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
側
面
部
の
「
壁
」
は
、
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
ま
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
破
壊
さ
れ
た

（
白
許
高
論
文
、
一
一
一
四
一
一
一
頁
）
。
な
お
、
弓
ケ
の
弓
門
の
ｇ
］
勺
。
風
、
。
｛
○
昏
冒
Ｐ
：
」
』
：
：
》
○
・
ロ
】
ロ
］
の
ｇ
：
。
の
Ｓ
【
の
』
ご
ｚ
・
口
・
□
の
口
目
、
》

早
屋
己
の
『
目
○
○
・
・
》
田
。
且
。
Ｐ
少
・
の
与
・
甸
弓
の
：
：
ｇ
ｏ
ｏ
・
》
国
○
コ
、
【
。
ご
函
》
］
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
と
、
こ
の
壁
は
厚
く
、
堅
牢
に
で
き
て
お
り
、
切

り
崩
し
た
と
き
二
十
五
フ
ィ
ー
ト
（
約
七
、
八
メ
ー
ト
ル
）
の
高
さ
に
ま
で
な
っ
た
と
い
う
。
時
に
こ
こ
に
信
者
の
遺
体
を
埋
め
込
ん
だ
。

（
８
）
ピ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
ン
デ
ィ
は
、
一
五
九
六
年
（
文
禄
五
年
・
慶
長
元
年
）
英
国
コ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
勺
の
日
冒
で
生
ま
れ
た
。
没
年
に
つ
い
て

は
不
詳
。
父
と
叔
父
は
ご
】
一
・
宮
ａ
（
ニ
シ
ン
科
）
を
商
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
漁
師
の
息
子
か
。

（
９
）
す
な
わ
ち
弓
彦
の
日
日
『
の
］
、
。
［
勺
の
訂
司
》
［
■
且
］
（
］
ｓ
』
「
］
霊
『
）
》
⑪
ご
・
」
ｍ
・
曰
彦
の
出
口
宍
旨
］
←
の
Ｃ
ａ
の
一
］
一
博
・
目
○
口
『
」
垣
ヨ
「
］
・
器
の
こ

と
。
こ
の
大
部
な
旅
行
記
は
、
’
九
六
七
年
に
尻
目
巨
切
幻
の
己
風
貝
巨
【
日
←
の
』
（
Ｚ
の
巳
の
」
ロ
、
口
の
・
貢
の
ロ
の
←
の
ご
）
か
ら
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
出
、
ま
た

○
・
罰
・
国
・
〆
の
可
が
編
ん
だ
、
の
『
の
貝
の
の
ロ
ｇ
ｏ
の
。
ｇ
ご
冨
図
：
旨
○
○
コ
《
の
【
§
・
円
ｍ
ｑ
Ｃ
ｏ
２
Ｂ
の
ロ
扇
：
』
皀
口
、
一
日
一
】
・
口
、
．
■
の
旨
の
白
目

（
３
）
岩
生
成
一
「
嫡
港
の
ゼ
ス
ス
会
コ
レ
ジ
オ
に
於
け
る
日
本
人
に
つ
い
て
」
（
「
歴
史
地
理
』
第
七
十
一
巻
第
五
号
所
収
）
。

（
４
）
聖
パ
ウ
ロ
教
会
と
隣
接
す
る
建
物
（
学
院
「
神
学
校
」
）
の
姿
を
写
し
た
版
画
と
し
て
比
較
的
よ
い
も
の
に
、
因
の
、
旨
の
且
の
ぐ
○
・
円
釘
目
、
す

ぐ
自
烏
ぐ
の
司
の
①
己
函
圧
の
ｚ
の
ｇ
１
Ｐ
貝
助
島
の
、
の
。
。
辱
○
増
の
①
ａ
の
○
・
助
←
‐
目
。
＆
⑩
。
安
の
○
○
日
已
口
明
日
Ｐ
画
く
。
一
切
》
し
日
切
←
の
ａ
四
目
》
思
念
や
国
司
：
８
】
⑩

ク
ア
ン
シ
カ
ン
チ
エ
ン

ぐ
四
］
の
ロ
菖
口
の
。
且
の
皀
冨
の
■
三
○
ｍ
（
「
旨
日
習
．
］
忌
の
》
ぐ
ｏ
］
・
弓
・
所
収
の
銅
版
画
、
『
澳
門
記
略
』
（
上
巻
、
光
緒
庚
辰
〔
’
八
八
○
年
〕
重
刊
）

の
巻
頭
に
添
え
ら
れ
て
い
る
木
版
画
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）
レ
ロ
シ
目
営
（
の
。
宣
旨
巴
の
目
『
の
］
ｏ
鷺
豈
の
』
の
切
已
←
の
①
曰
】
ロ
、
ご
○
冒
円
目
。
（
の
一
・
勺
目
］
面
》
旨
：
：
．
三
・
餌
Ｐ
ｍ
Ｃ
‐
厚
目
房
（
』
ｏ
員
‐

：
］
・
崗
○
風
の
ロ
厨
］
の
冒
已
の
⑩
勺
門
旨
→
の
旦
守
・
曰
く
。
］
』
Ｚ
ｏ
・
閣
・
］
巳
］
」
忠
』
．
ご
日
ぐ
の
風
弓
・
崗
困
ｏ
ｐ
ｍ
【
○
口
、
所
収
）
、
一
一
一
一
一
一
二
頁
。
な
お
、

旅
行
者
ペ
ィ
タ
ー
・
マ
ン
デ
ィ
に
よ
る
と
、
マ
カ
オ
の
教
会
に
尖
頭
や
高
い
塔
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
台
風
や
強
風
へ
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
と

い
う
。

六
三
六
・
一
○
・
二
○
～
一
一
二
付
』

い
る
）
が
マ
カ
オ
に
放
逐
さ
れ
た
。

一
○
・
二
○
～
一
一
一
一
付
に
よ
る
と
、
一
一
百
八
十
七
名
。
『
長
崎
夜
話
草
」
の
記
事
「
蛮
人
之
子
孫
遠
流
之
事
」
に
も
同
じ
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て

177 



（
シ
、
旨
）
国
。
口
、
【
・
ロ
甲
尻
巨
■
一
色
田
目
〕
□
目
・
の
ヨ
、
：
。
『
の
乞
匿
の
中
に
、
マ
カ
オ
紀
行
の
部
分
の
み
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
、
）
【
日
巨
の
因
の
ご
『
旨
一
口
目
芹
の
９
版
、
一
六
一
一
～
一
六
一
一
一
頁
。
な
お
、
丘
に
そ
び
え
る
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
昔
日
の
壮
麗
な
姿
を
坊
沸
さ
せ
る
も

ア
オ
ノ
ン
チ
ー
リ
エ

ア
オ
プ
ァ
ン
ピ
ニ
ン

の
と
し
て
、
『
澳
門
紀
略
』
（
下
巻
）
の
「
澳
蕃
篇
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

（
蜜
パ
ウ
ロ
寺
暁
）

〔
寺
〕
首
〔
二
一
巴
〕
在
澳
東
北
、
依
山
為
之
、
高
数
等
、
屋
側
啓
門
、
制
狭
長
、
石
作
離
鍍
、
金
碧
照
耀
、
上
如
覆
鰻
、
労
綺
疏
魂
麗
、
所
奉
日
天

母
、
名
鳩
利
亜
、
貌
如
少
女
、
抱
一
嬰
兒
、
日
天
主
耶
蘇
、
衣
非
縫
製
、
自
頂
被
頒
、
皆
釆
飾
平
画
、
障
以
琉
璃
、
望
之
如
塑
、
秀
貌
三
十
許
人
、
左

手
執
瀬
天
儀
、
右
手
指
若
論
説
状
、
鍛
眉
堅
者
如
怒
、
揚
者
如
喜
、
甘
藷
一
輪
、
鼻
降
単
、
目
若
鯛
口
若
聾
、
上
有
襖
、
蔵
諸
楽
器
、
有
〔
定
時
台
〕
、
巨

範
覆
其
下
、
立
飛
仙
台
隅
、
為
撃
撞
形
、
以
機
輔
之
、
按
時
発
轡
（
二
一
三
頁
、
原
文
に
は
区
読
点
は
つ
い
て
い
な
い
）

ヘ
ロ
ー
ゾ
オ

ま
た
同
教
会
の
「
学
院
」
に
は
「
時
計
」
も
備
え
ら
れ
、
時
を
伝
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ル
ィ
十
四
世
か
ら
の
贈
物
で
あ
っ
た
（
国
の
ロ
《
。
：

司
司
目
目
著
ｍ
５
Ｂ
日
。
、
己
、
『
卸
⑪
国
肘
一
。
Ｈ
旨
□
の
言
ｍ
８
Ｐ
目
目
】
頁
の
ロ
ｍ
Ｐ
ｚ
ｐ
Ｂ
ｏ
：
一
・
口
：
。
Ｐ
屋
の
②
の
一
七
二
頁
及
び
シ
己
司
の
勇
『

口
冒
ｍ
ｍ
－
の
」
←
箸
○
○
口
す
】
ず
巳
一
・
コ
←
。
：
国
璽
・
臥
日
］
の
汚
の
一
。
ゴ
・
［
言
う
の
勺
・
吋
目
晒
巨
の
、
の
ｍ
の
写
一
の
日
の
口
扇
旨
○
冨
息
》
己
同
日
日
ご
巴
々
。
『
冒
臼
‐

○
回
。
》
。
［
房
の
勺
。
吋
白
、
■
の
、
の
固
皀
ご
○
臣
、
陣
少
日
ず
ゆ
、
の
、
。
。
『
、
ｇ
ｏ
ご
ｐ
Ｐ
ｏ
帛
晉
の
両
。
【
ゴ
■
ご
○
巴
声
。
］
旨
冨
」
⑪
巴
○
ロ
ヨ
○
三
コ
四
○
『
ｇ
の
勺
口
‐

己
、
－
５
の
明
日
の
⑪
８
○
三
息
・
三
田
Ｓ
ｏ
ｏ
巨
目
》
】
⑭
胃
の
五
五
頁
を
参
照
）
。

（
Ⅱ
）
白
許
高
論
文
、
一
一
一
三
一
一
～
一
一
一
三
三
頁
を
参
照
。

（
肥
）
注
（
、
）
の
版
本
、
二
七
四
～
二
七
五
頁
。

（
旧
）
矢
野
仁
一
「
万
暦
時
代
マ
カ
オ
の
日
本
人
駆
逐
に
就
い
て
」
（
「
縣
岼
外
国
関
係
研
究
』
所
収
、
弘
文
堂
替
房
、
昭
和
三
年
九
月
）
、
四
二
六
～

四
二
七
頁
。

（
Ⅱ
）
注

（
燗
）
同

（
焔
）
松
田
毅
一
「
歴
史
の
博
物
』

（
Ⅳ
）
白
許
高
論
文
、
三
三
八
頁
。

（
旧
）
回
ｘ
ｐ
ｏ
の
】
乱
○
厘
す
｝
』
ｏ
頂
園

固
〆
己
○
の
】
。
四
○
ｍ
】
こ
』
○
ｍ
司
口
津
Ｄ
Ｐ

同
右
。

注
（
、
）
の
版
本
、
二
九
四
～
二
九
五
頁
。

「
歴
史
の
博
物
館
マ
カ
オ
」
（
『
黄
金
の
ゴ
ァ
盛
衰
記
」
所
収
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
）
、
一
二
八
頁
。

勺
・
三
目
Ｅ
の
］
弓
の
貝
の
】
門
Ｐ
□
』
『
の
。
３
．
二
．
い
の
①
『
ご
】
８
ｍ
：
国
已
Ｐ
８
乱
ｏ
ｇ
の
宣
胃
ｐ
Ｆ
囚
ご
］
粋
○
一
の
８
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マカオの聖パウロ教会と日本人

（
羽
）
教
会
内
に
は
、
秘
か
に
日
本
か
ら
連
び
込
ま
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者
や
コ
ー
チ
シ
ナ
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
股
南
部
地
域
）
に
お
け
る
殉
教
者
約
七

十
名
の
辿
骨
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
の
腕
（
上
脾
骨
）
の
一
部
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
た
（
○
・
少
・
冨
○
員
巴
一
・
二
の
］
の
、
巨
與
目
⑩
８
１
。
ご
ｍ
「

Ｂ
Ｐ
ｍ
Ｐ
］
の
の
】
自
勺
同
日
目
、
勺
司
の
の
⑭
口
且
弓
曰
で
。
、
司
呉
旨
巨
の
同
８
コ
こ
］
旨
の
》
六
一
頁
）
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
殉
教
者
の
遺
骨
は
現
在
、
マ
カ
オ
の

コ
ロ
ァ
ネ
（
○
・
一
・
目
の
）
島
の
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ベ
リ
オ
教
会
」
（
弓
冒
○
冨
已
の
」
・
「
の
←
・
Ｈ
ｇ
】
の
局
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
ス
テ
フ
ァ

ノ
・
小
田
善
一
一
一
郎
編
『
マ
カ
オ
に
眠
る
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者
」
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
八
王
寺
修
学
院
刊
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
）
及
び
国
・
ロ
、
嵐
・
ロ
、

の
一
目
：
ａ
Ｚ
の
三
ｍ
己
息
の
『
》
富
口
８
．
弓
司
四
『
の
一
己
巳
弄
［
②
》
①
］
を
参
照
。

（
釦
）
一
六
三
○
年
代
、
中
国
人
の
墓
地
は
、
マ
カ
オ
郊
外
兇
マ
イ
ル
の
内
陸
部
寄
り
に
在
っ
た
、
と
い
う
記
述
が
、
Ｐ
・
マ
ン
デ
ィ
の
マ
カ
オ
紀
行

（
妬
）
注
（
犯
）
の
一
八
五
頁
。

（
妬
）
』
○
ｍ
か
：
シ
こ
こ
冒
○
・
日
日
Ｐ
日
の
⑪
の
厚
の
』
旨
四
三
の
日
○
目
口
⑪
・
す
の
二
四
．
画
。
》
ロ
Ｐ
幻
の
巴
目
日
頁
の
ロ
圏
：
ロ
曰
く
の
甸
巴
目
：
》

○
。
】
日
す
『
Ｐ
」
呂
画
の
一
一
一
頁
に
、
「
今
、
た
く
ま
し
い
ネ
ズ
ミ
の
住
居
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

（
〃
）
厚
・
冨
伍
目
の
一
己
の
旨
臼
田
加
ヨ
ゴ
の
句
。
貝
ｓ
ｏ
の
具
の
：
ｑ
・
｛
弓
す
の
』
の
、
巳
厨
⑪
一
三
ｍ
８
。
》
富
Ｐ
Ｃ
Ｐ
巨
］
や
詮
『
’
’
五
頁
。

（
ｐ
）
 

参
照
。

（
卯
）

（
虹
）

（
犯
）

：
○
○
貝
〕
已
一
の
〆
。
固
め
８
－
座
『
」
の
旨
ｐ
８
Ｐ
三
ｍ
８
Ｆ
ｚ
ｏ
く
の
日
耳
・
烏
］
窟
①
（
「
著
作
展
覧
、
文
徳
泉
神
父
、
澳
門
教
育
司
、
漢
門
中
学
図
哲
館
、

澳
門
一
九
八
六
年
十
一
月
）
に
よ
る
と
、
同
師
の
著
作
数
は
大
小
合
わ
せ
て
一
二
三
冊
あ
る
。

（
⑬
）
カ
タ
ロ
グ
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
南
蛮
文
化
展
ｌ
め
ざ
せ
、
東
方
の
国
々
』
（
日
本
放
送
協
会
、
平
成
五
年
）
、
一
七
六
頁
に
あ
る
同
画
の
解
説
を

（
肥
）
同
六
も

（
羽
）
注
（
Ⅲ
）

（
別
）
注
（
犯
）

同
右
。

テ
ィ
シ
ェ
イ
ラ
師
の
教
示
に
よ
る
。

岬
懸
浄
訳
『
フ
ロ
ィ
ス
日
本
史
８
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
）
、
一
九
八
頁
の
「
注
」
を
参
照
。

注
（
Ⅲ
）
に
同
じ
。

に
同
じ
。

の
一
八
五
頁
。
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ス
イ
０
，
テ
リ
オ
・
デ
・
サ
ウ
ン
０
８
、
ゲ
ウ

に
み
ら
れ
る
。
な
お
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
）
の
基
地
は
、
「
聖
ミ
グ
ェ
ル
の
基
地
」
（
。
】
ロ
］
】
｛
の
１
．
」
の
、
。
旨
】
、
直
の
」
）
と
呼
ば
れ
、

エ
ス
ッ
ラ
ー
ダ
・
ド
ロ
ス
ィ
ミ
テ
リ
オ

墓
地
通
り
に
在
る
。
一
八
五
一
一
（
寛
永
五
）
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
寄
付
を
募
っ
て
求
め
た
Ｊ
Ｃ
の
で
、
一
八
五
四
（
寛
永
七
）
年
埋
葬
が
開
始
さ
れ
、
’

八
六
五
（
慶
応
元
）
年
五
月
の
時
点
で
四
三
○
九
体
葬
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
遺
骨
は
、
こ
の
墓
地
に
移
さ
れ
た
も
の
か
。
弓
冨

自
円
の
四
こ
つ
○
二
ｍ
○
帛
○
宮
。
■
Ｐ
ｐ
ｇ
』
口
已
四
．
Ｃ
Ｃ
Ｃ
日
ロ
｝
の
』
ｍ
ｐ
ｇ
の
昌
一
の
」
す
］
三
・
国
・
口
の
ロ
ゴ
罠
、
》
目
付
ロ
ヶ
ロ
の
司
画
ロ
。
Ｃ
○
・
》
ほ
ｏ
ｐ
ｇ
ｏ
Ｐ
シ
・

の
豈
・
１
円
の
こ
の
目
」
○
・
・
》
国
。
。
ｍ
【
・
ロ
Ｆ
】
忠
『
『
二
一
六
頁
を
参
照
。

（
皿
）
。
．
”
・
面
。
×
の
『
叩
］
回
つ
ゅ
己
の
、
の
○
ず
風
い
ば
四
コ
印
す
色
ユ
の
』
甘
昏
の
」
の
の
巳
一
○
○
」
］
の
、
の
○
ゴ
ロ
『
Ｃ
云
○
局
の
山
○
勺
口
巨
一
○
巴
冨
Ｐ
Ｄ
Ｐ
色
（
】
こ
［
ｏ
ロ
ロ
ー

コ
］
の
三
三
甘
己
Ｃ
日
８
》
ご
・
｝
』
『
］
畠
Ｐ
の
。
ご
嵐
ロ
ロ
日
ご
閂
の
】
景
弓
。
ご
・
）
》
一
一
六
六
頁
を
参
照
。
な
お
同
論
文
に
、
一
六
四
八
（
正
保
五
、
慶
安
元
）

年
か
ら
一
七
一
一
六
（
享
保
一
一
）
年
の
間
に
、
マ
カ
オ
の
聖
パ
ウ
ロ
教
会
内
に
葬
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
（
男
女
）
一
一
十
五
名
の
氏
名
と
埋
葬
地
点
を
明

ア
ル
キ
ー
グ
ォ
・
ゴ
ロ
ニ
ー
ア
ル

か
す
史
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
リ
ス
ボ
ン
の
「
植
民
地
古
文
書
館
」
シ
『
□
曰
く
・
○
・
］
○
口
旨
」
に
在
る
も
の
で
、
「
こ
の
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た

俗
衆
で
あ
る
死
者
」
（
Ｃ
ｏ
ｍ
ｇ
の
『
目
８
ｍ
ｍ
の
８
］
閂
の
、
目
の
①
、
←
８
の
貝
の
『
『
且
ｏ
ｍ
ｐ
の
⑪
白
目
、
『
の
一
画
）
と
い
う
表
題
が
付
い
て
い
る
。

（
蛇
）
西
村
貞
『
日
本
初
期
洋
画
の
研
究
』
（
全
国
轡
房
、
昭
和
二
十
年
一
月
）
、
一
○
四
～
一
○
五
頁
。

（
鍋
）
古
賀
十
二
郎
『
長
崎
絵
画
全
史
』
（
北
光
書
房
、
昭
和
十
九
年
八
月
）
、
六
一
頁
。

〔
追
記
〕
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
マ
ヌ
ェ
ゥ
・
テ
ィ
シ
ェ
ィ
ラ
師
の
教
示
を
得
、
文
献
史
料
面
で
は
手
持
の
も
の
を
利
用
し
た
外
、
早
稲
田
大

学
中
央
図
書
館
、
上
智
大
学
図
書
館
「
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
「
一
、
財
団
邦
人
東
洋
文
庫
等
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

Ｓ
ｏ
ｏ
亘
。
Ｐ
］
②
路
．
五
五
頁
。

前
号
に
鱗
せ
た
拙
繍
の
訂
正
ｌ
パ
ー
ク
ス
は
つ
ん
ぼ
さ
じ
き
に
徴
か
れ
て
い
た
こ
と
に
激
怒
し
（
一
○
九
頁
）
１
１
パ
ー
ク
ス
は
無
視
さ
れ
て
い
た

。

こ
と
に
激
怒
し
・
・
・
…

'■、’－，

３３３２ 
、-’、-〆

（
狐
）
シ
コ
ユ
『
の
乏
口
巨
皀
、
⑰
←
の
」
戸
○
○
日
臥
す
巨
冨
○
コ
一
○
口
ロ
国
】
⑩
８
口
８
一
ｍ
汚
の
芹
呂
・
【
［
肩
で
。
『
目
、
戸
の
⑩
の
、
の
一
二
の
曰
の
三
日
Ｏ
巨
口
Ｐ
ご
胆
‐

同
右
。
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マカオの聖パウロ教会と日本人

サームシュ

聖パウロ教会（三巴寺）の「正面」（図版Ｉ）［著者撮影］

:;:!>内が19世紀の聖パウロ教会（三巴寺）
と付属の施設

(｢澳門紀略』上巻，光緒康辰重刊より）

１８１ 

１７世紀当時の聖パウロ教会と

付属の建物



iilill 
iiillil ； 

一一

マカオのポルトガル人

(｢澳門紀略」上巻，光緒康辰重刊より）

（図版Ⅱ）

ピィター・マンディがマカオ滞在

中に描いた日本人のスケッチ

（図版Ⅲ）
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マカオの聖パウロ教会と日本人

(図版Ｖ）

一丁一
9■:，pp2-L 

（図版Ⅳ）

マカオに放逐された日本人の仕事の跡ではないかといわれるもの。
〔｢澳門聖保禄古堂建築之研究」より）
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マヌェゥ・ティシェイラ師

カモンエスの胸像前で

筆者が樋影したもの。

（図版Ⅵ）
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マカオの聖パウロ教会と日本人

マカオの「聖ヨゼフ神学校」に収蔵

されている「聖ミカエル大天使」

（202ｃｍ×133ｃｍ）の油彩画

（図版Ⅶ）［筆者撮影］
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｢聖ミカエル画像」（長崎浦上天主堂所蔵､原爆で焼失？）

（西村貞「日本初期洋画の研究』より）

（図版Ⅷ）
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⑤ 外港

《1830年代当ﾛ寺
のマカオの地図》

(1830年代当時の

マカオの地図》
戊瀬
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ＪａｐａｎｅｓｅＥｘｉｌｅｉｎＭａｃａｕ： 
ＰａｉｎｇｔｉｎｇｏｆＳｔ・Michaelin
SeminArioSJos6． 

Ａ 

Ｔｈｅ 

NawadaysMacau（澳門)，aPortuguesecolonyⅢattractsmany

visitorsfromalloveｒｔｈｅｗｏｒｌｄＴｈｉｓｃｉｔｙｗａｓｏｎｃｅｃａｌｌｅｄ“the 

CityofDeath'Iinthelastcentury，ｂｕｔｉｔｉｓｇｏｉｎｇｔｏｂｅｒｅｃｒｅ‐ 

ａｔｅｄａｎｅｗ，moderncity，sproutingdozensofnewbuildingshere 

andtherelvisitedMacauonceandenjoyedstayingthere・What

attractedmyattentionandimpressedmedeeplywasthｅｏｌｄｒｅ‐ 

ｍａｉｎｓｏｆｔｈｅｆａＣａｄｅｏｆＳｔ､Paul'schurchlocatedalmostinthe 

middlｅｏｆｔｈｅｃｉｔｙ，wherequiteafewJapaneseChristianswere 

buried；reportedlytheyhelpedtobuilditmanycenturiesagQ 

ThefaCademaintainsthesolemnityandbeautyaswell・During

mybriefstaｙｉｎＭａｃａｕ，Iwashappytomaketheacquaintance 

ｏｆＦｒ・ManuelTeixeira，aneminentorientalistandpriest，ｗｈｏ

ｎｏｔｏｎｌｙｓｈｏｗｅｄｍｅｒｏｕｎｄｔｈｅｈｉｓｔoricspotsbutenlightenedme 

greatｌｙａｓｔｏｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅｃｉｔｙ、Ｉｗｅｌｌｒｅｍｅｍｂｅｒｌｗａｓｌｏｓｔ
ｉｎａｄｍｉｒａｔionoftwooil-paingtings，oneofwhichshowsthe 

crucificationoftheJapaneseChristiansatNagasakiandother 

ofSt､Michael，theArchangelinSemindirioSJos6（聖若琴修院)．

Asregardsthelatter，ｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅｐａｉｎｔｅｒｒｅｍａｉｎｓｕｎｋｎown・

However，accordingtoFrM・Teixeira，oneofthefourJapanese

Christians，ａｌｌｏｆｗｈｏｍｗｅｒｅｔｈｅｄｉｓｃｉｐｌｅｓｏｆＧｉｏvanniNicolo 

（1560～1626)，afamousltalianpriestandmasteriｎｔｈｅａｒｔｏｆｓａ‐ 

credpaingtings，paintedit・

Supposedlythepaintersare：（１）MancioTaichiku（?～1615)， 
ｂｏｒｎｉｎＵｄｏ（宇土)，ｉｎｔｈｅｐｒｏｖｉｎｃｅｏｆＨｉｇｏ（肥後国)，diedin

Macau．（２）PeterChikuamaliasPedroJo且、（?～1622)，diedin

Macau．（３）Todeu（?～1638)，diedinMacau．(4)YacobNiva（丹

羽？）aliasYacoboNiva（？～1638)，ｄｉｅｄｉｎＭａｃａｕｌｔｉｓｓａｉｄ

ＹａｃｏｂＮｉｖａｔｏweredaboveothersasapainter・Thisarticledeals
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